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The 21st Century COE ProgramThe 21st Century COE Program
都市・建築物へのウインド・イフェクト都市・建築物へのウインド・イフェクト

The 21st Century COE Program
Wind Effects on Buildings and Urban Environment
Tokyo Polytechnic University
Wind Engineering Research Center

都市・建築物のウインド・イフェクト都市・建築物のウインド・イフェクト
に焦点を絞った拠点形成に焦点を絞った拠点形成

耐風構造分野：強風災害低減システムの構築：強風災害低減システムの構築

　・建築物の合理的・経済的な耐風設計法　・建築物の合理的・経済的な耐風設計法
　　　　　　設計風速，風圧／風力特性，応答予測手法設計風速，風圧／風力特性，応答予測手法

　・建物健全性モニタリング手法　・建物健全性モニタリング手法
　・都市建物群防災システム　・都市建物群防災システム

通風換気分野：通風設計法の構築：通風設計法の構築

　・通風開口部設計法　・通風開口部設計法

空気汚染・風環境分野：空気汚染問題と評価システムの：空気汚染問題と評価システムの
構築　構築　

　・都市・建築物周辺の汚染質予測，防除　・都市・建築物周辺の汚染質予測，防除

　・建築物内での空気汚染防除　・建築物内での空気汚染防除
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事業推進者事業推進者

田村幸雄
教授（拠点リーダー）

大場正昭
教授（通風換気）

義江龍一郎
教授（2004年度より）
（空気汚染・風環境）

大野隆司
教授（耐風構造）

大熊武司
客員教授（耐風構造）

松井正宏
助教授（耐風構造）

伊藤一秀
助教授（空気汚染・風環境）

事業協力事業協力者者（ＣＯＥ研究員）（ＣＯＥ研究員）

客員研究員上原清
客員研究員飯塚悟

インド（2005年6月から）Dr. Rajeev Gupta

（2003年度のみ）須田健一

工学部助手吉田昭仁

（2005年3月まで）Dr. Jeetendra K. Upadhyay
中国Dr. Zhihong Zhang

客員研究員菊池世欧啓

Dr. 田中秀之
Dr. 後藤伴延

台湾Dr. Cheng-Hu Hu 
中国Dr. Yong Quan

インド（2005年3月まで）Dr. Subhash C. Yaragal

COE助教授Dr. Shu-Yang Cao
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東京工芸大東京工芸大学の学の大学院大学院
と研究センターと研究センター

メディア工学専攻メディア工学専攻

工業化学専攻工業化学専攻建築学専攻建築学専攻

電子工学専攻電子工学専攻

風工学研究センター

ハイパーメディア
研究センター

ナノ科学研究センター

連携最先端技術
研究センター

大学の将来構想大学の将来構想とと
学長の強いリーダーシップ学長の強いリーダーシップ

風工学研究センター
→→ 最重要センター最重要センターとして位置づけとして位置づけ
→→ 風工学専攻風工学専攻の可能性の可能性
学内での優遇措置学内での優遇措置
-- 予算予算の重点配分の重点配分
-- 空間／建物空間／建物の割り当ての割り当て
-- 重点的な重点的な人的配置人的配置
-- 施設整備施設整備への肩入れへの肩入れ
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既往の建物および設備既往の建物および設備

風工学研究センター (3階建, 1,068m2)
実験棟（３棟）

- 境界層風洞（３）
- 温度成層風洞（１）
- 小規模風洞（３）
- 室内気候および空調冷暖房実験施設（１）
- ケミカルフリーチャンバー（１）
- ドップラ・ソーダ（２）
- 竜巻シミュレータ
- LDV ほか

APECAPEC諸国強風防災センター諸国強風防災センター
厚木キャンパス厚木キャンパス(903.6(903.6mm22))

新建物新建物の提供の提供

共通事項共通事項11--11
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新建物新建物の提供の提供

APEC諸国強風防災センター
厚木キャンパス厚木キャンパス(903.6(903.6mm22))
APECAPEC諸国強風防災センター分室諸国強風防災センター分室

　　　　中野キャンパス中野キャンパス (40(40mm22))
風工学技術情報室風工学技術情報室 APECAPEC諸国強風防災センター内諸国強風防災センター内

COECOE支援室支援室

東京工芸大学・教育研究支援課内に設置東京工芸大学・教育研究支援課内に設置

本ＣＯＥプロジェクト専任職員を雇用本ＣＯＥプロジェクト専任職員を雇用
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拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施

強風防災分野強風防災分野
・コロラド州立大学：・コロラド州立大学： 風工学流体研究所　　　　　　　　風工学流体研究所　　　　　　　　　　（米国）（米国）
・テキサス工科大学：・テキサス工科大学： 風工科学研究所　　　　　　　　風工科学研究所　　　　　　　　　　　　（米国）（米国）
・ルイジアナ州立大学：・ルイジアナ州立大学： ハリケーンセンター　　　　　　ハリケーンセンター　　　　　　　　（米国）（米国）
・ノートルダム大学＋ＳＯＭ：・ノートルダム大学＋ＳＯＭ： TeamTeamシカゴ　　　　　　　シカゴ　　　　　　　　　（米国）（米国）
・・WWオンタリオ大学：オンタリオ大学： 境界層風洞研究所　　　　　　　　境界層風洞研究所　　　　　　　　　　（カナダ）（カナダ）
・同済大学：構造物防災研究センター　　　　　　　　　・同済大学：構造物防災研究センター　　　　　　　　　　　（中国）（中国）
・ハルビン工業大学：・ハルビン工業大学： 境界層風洞波浪研究所境界層風洞波浪研究所 　　　　　　　　（中国）（中国）
・香港理工大学：・香港理工大学： 都市災害低減の戦略的展開領域　（香港）都市災害低減の戦略的展開領域　（香港）
・淡江大学：・淡江大学： 風工学研究センター　　　　　　　　　　　　風工学研究センター　　　　　　　　　　　　　　（台湾）（台湾）
・九州大学：・九州大学： 2121世紀ＣＯＥプログラム・循環型住空間システムの構築世紀ＣＯＥプログラム・循環型住空間システムの構築
・都市再生機構：都市住宅技術研究所・都市再生機構：都市住宅技術研究所
・他，ジェノバ大学（伊），ステレンボッシュ大学（南ア），香港科技大学等と共同研究・他，ジェノバ大学（伊），ステレンボッシュ大学（南ア），香港科技大学等と共同研究

’’9090年代からの年代からのCenterCenterベースの研究体制も，ベースの研究体制も，2121世紀は世紀は
Center-to-Centerベースの研究へ移行すると思われるへ移行すると思われる

　　→　　　→　国際的でより組織的な共同研究の要求

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研ベースの研
究への移行を視野に入れた拠点形成究への移行を視野に入れた拠点形成
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強風防災分野
・コロラド州立大学：・コロラド州立大学： 風工学流体研究所　　　　　　　　風工学流体研究所　　　　　　　　　　（米国）（米国）
・テキサス工科大学：・テキサス工科大学： 風工科学研究所　　　　　　　　風工科学研究所　　　　　　　　　　　　（米国）（米国）
・ルイジアナ州立大学：・ルイジアナ州立大学： ハリケーンセンター　　　　　　ハリケーンセンター　　　　　　　　（米国）（米国）
・ノートルダム大学＋ＳＯＭ：・ノートルダム大学＋ＳＯＭ： TeamTeamシカゴ　　　　　　　シカゴ　　　　　　　　　（米国）（米国）
・・WWオンタリオ大学：オンタリオ大学： 境界層風洞研究所　　　　　　　　境界層風洞研究所　　　　　　　　　　（カナダ）（カナダ）
・同済大学：構造物防災研究センター　　　　　　　　　・同済大学：構造物防災研究センター　　　　　　　　　　　（中国）（中国）
・ハルビン工業大学：・ハルビン工業大学： 境界層風洞波浪研究所境界層風洞波浪研究所 　　　　　　　　（中国）（中国）
・香港理工大学：・香港理工大学： 都市災害低減の戦略的展開領域　（香港）都市災害低減の戦略的展開領域　（香港）
・淡江大学：・淡江大学： 風工学研究センター　　　　　　　　　　　　風工学研究センター　　　　　　　　　　　　　　（台湾）（台湾）
・九州大学：・九州大学： 2121世紀ＣＯＥプログラム・循環型住空間システムの構築世紀ＣＯＥプログラム・循環型住空間システムの構築
・都市再生機構：都市住宅技術研究所・都市再生機構：都市住宅技術研究所
・他，ジェノバ大学（伊），ステレンボッシュ大学（南ア），香港科技大学等と共同研究・他，ジェノバ大学（伊），ステレンボッシュ大学（南ア），香港科技大学等と共同研究

’’9090年代からの年代からのCenterCenterベースの研究体制も，ベースの研究体制も，2121世紀は世紀は
CenterCenter--toto--CenterCenterベースベースの研究へ移行すると思われるの研究へ移行すると思われる

　　→　　　→　国際的でより組織的な共同研究の要求国際的でより組織的な共同研究の要求

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研ベースの研
究への移行を視野に入れた拠点形成究への移行を視野に入れた拠点形成

共通事項共通事項11--33
拠点別事項拠点別事項22--11

’’9090年代からの年代からのCenterCenterベースの研究体制も，ベースの研究体制も，2121世紀は世紀は
CenterCenter--toto--CenterCenterベースベースの研究へ移行すると思われるの研究へ移行すると思われる

　　　　→→　国際的でより組織的な共同研究の要求　国際的でより組織的な共同研究の要求

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研ベースの研
究への移行を視野に入れた拠点形成究への移行を視野に入れた拠点形成

通風換気分野，および空気汚染・風環境分野
・・ 国際エネルギー機構国際エネルギー機構 IEAIEA：： 建築物の環境適合要素の建築物の環境適合要素の統合統合プロジェクト　　　　　（仏）プロジェクト　　　　　（仏）
・ノッティンガム大学：・ノッティンガム大学： XXXXXXXXXX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英国）英国）
・パデュー大学／ハーバード大学／ＭＩＴ／ペンシルバニア大学：・パデュー大学／ハーバード大学／ＭＩＴ／ペンシルバニア大学：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先端建築工学研究センタープロジェクト（米国）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先端建築工学研究センタープロジェクト（米国）
・香港中・香港中文文大学／香港市：大学／香港市： 通風換気評価システム構築プロジェクト　　通風換気評価システム構築プロジェクト　　　　（香港）（香港）
・慶應義塾大学：・慶應義塾大学： 2121世紀ＣＯＥプログラム・知能化から生命化へのシステムデザイン世紀ＣＯＥプログラム・知能化から生命化へのシステムデザイン

・都市再生機構：・都市再生機構： 都市住宅技術研究所都市住宅技術研究所
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将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研ベースの研
究への移行を視野に入れた拠点形成究への移行を視野に入れた拠点形成

→→ 単なる世界的研究教育拠点ではなく，各国の単なる世界的研究教育拠点ではなく，各国の研究セン　研究セン　

　　
　　　　　　ターや大プロジェクトを結びつけるターや大プロジェクトを結びつけるハブ的存在ハブ的存在を目指す。を目指す。

ＡＰＥＣ風工学ネットワークの構築ＡＰＥＣ風工学ネットワークの構築

ＡＰＥＣ風関連規定調和のためのワークショップＡＰＥＣ風関連規定調和のためのワークショップ
　（ＡＰＥＣ－ＷＷ）の立ち上げ　（ＡＰＥＣ－ＷＷ）の立ち上げ

拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者
の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施
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教育の重視，特にアジアに重点を
置いた若手技術者／研究者の育成

APECAPEC短期研修員短期研修員（（22～～33ヶ月）ヶ月）:  :  44人／年人／年
英語英語によるによる講義　講義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約約3030コマコマ
博士後期課程・在籍学生数博士後期課程・在籍学生数: : 　　3 3 人人 (2003(2003年度年度))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 5 人人 (2004(2004年度年度))
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10 10 人人 (2005(2005年度年度))

共通事項共通事項11--22

短期研修員短期研修員(2(2～～33ヶ月ヶ月))

中国（予定）Dr. Tong Wang
フィリピンMr. Renaldo Aquino

イタリア（予定）Dr. Andrea Freda 

2005年度

2004年度

2003年度

インドDr. Maha K. Parammasivam

香港Dr. Shawn Campbel
韓国Dr. Sun-Gil Hong

インドネシアMr. Pandita

韓国（JSPS）Prof. Kang-Pyo Cho

インドDr. Rajeev Gupta

南アフリカ（予定）Ms. Lisa Alberti

中国Dr. Yuanqi Li
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博士後期課程博士後期課程在在学生学生（風工学）（風工学）

２人
３人

５人
６人

　　　　　１０人
ＣＯＥ採択ＣＯＥ採択

　　４月　４月　　　　９月　　　　　９月　　　　　　４月　　４月　　　　９月　　　　９月　　　　　　４月　　４月　　　　９月　　　　９月　　　　　　４月　　　９月　　　　４月　　　９月　　　　　　４月４月

　　２００２年度　２００３年度　２００４年度　２００５年度

COECOEオープンセミナーオープンセミナー (39(39講演講演))
世界の著名な研究者との交流世界の著名な研究者との交流: : 

　　　　　招聘研究者　　　　　　招聘研究者　1111人人 (2003(2003年度年度))
3333人人 (2004(2004年度年度))

技術情報室技術情報室からの研究教育情報の発信からの研究教育情報の発信

国際会議等への積極的な参加国際会議等への積極的な参加

　　　　　　　　　　海外出張件数海外出張件数　　1616件件((／ＣＯＥ研究員／ＣＯＥ研究員88人人)   )   

教育の重視，特にアジアに重点を
置いた若手技術者／研究者の育成
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拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流による

　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施

国際会議・セミナーの継続的開催と
国際交流による研究教育の質の向上
第第11回自然換気に関する国際ワークショップ回自然換気に関する国際ワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20032003年年1010月月3131日日: : 119119人参加人参加 (10)(10)
第第11回国際シンポジウム「都市・建築物へのウインドイフェクト」　回国際シンポジウム「都市・建築物へのウインドイフェクト」　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20042004年年33月月88日，日，99日日: : 200200人参加人参加 (26)(26)
COECOEワークショップワークショップ ““CFDCFDによる乱流境界層のシミュレーションによる乱流境界層のシミュレーション”” 　　　　　　

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20042004年年1010月月2222日日: : 7272人参加人参加 (6)(6)

第第11回仮設工学ワークショップ回仮設工学ワークショップ, , 九州大学九州大学COECOEプログラムとの共催プログラムとの共催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20042004年年1111月月1515日日: : 170170人参加人参加 (5)(5)

建築風工学に関する国際シンポジウム建築風工学に関する国際シンポジウム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20042004年年1111月月1818日日: : 4949人参加人参加 (25) (25) 

APECAPEC風風関連規定関連規定の調和のためのワークショップの調和のためのワークショップ((APECAPEC--WW) WW) 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20042004年年1111月月1919日，日，2020日日: : 6969人参加人参加 (28)(28)

大規模構造物の耐風設計と使用性に関する大規模構造物の耐風設計と使用性に関するCOECOEとと日本日本建築建築
　　　　学会共同セミナー学会共同セミナー,, 20042004年年1111月月2222日日: : 4040人参加人参加 (9)(9)

ＣＯＥオープンセミナーＣＯＥオープンセミナー2727回開催回開催 (39(39講演講演))
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20032003年年88月～月～20052005年年33月月: : 延べ延べ約約700700人参加人参加((約約200)200)



12

第第11回自然換気に関する回自然換気に関する
国際ワークショップ国際ワークショップ

20032003年年1010月月3131日日: : 119119人参加人参加 (10)(10)

第第11回国際シンポジウム回国際シンポジウム
都市・建築物へのウインド・イフェクト都市・建築物へのウインド・イフェクト

20042004年年33月月88日，日，99日日: : 200200人参加人参加 (26)(26)
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COECOEワークショップワークショップ ““CFDCFDによるによる
乱流境界層のシミュレーション”乱流境界層のシミュレーション”

事前に参加の申込みと参加費の振込を頂ければ幸いです。なお、参加費(資料代を含む）は4,000円です。

お申込みはFAXまたはE-mailにてお願い致します。出席者氏名・所属機関・連絡先をお知らせください。

[参加申込み先]東京工芸大学工学研究科　COEプログラム事務局　〒243-0297神奈川県厚木市飯山1583
TEL & FA X：046-242-9540　　　E-mail：coe_offic e@arch.t-kougei.ac.jp  
[参加費振込先 ]口座番号：三井住友銀行厚木支店（普）8252479　口座名：学校法人　東京工芸大学
　　　　　　　　　　お手数ですが、お振込人名の頭に「COE」と加えてください。例）COEヤマダタロウ

URL: http://www.arch.t-kougei.ac.jp/COE/

主　催　
　　　　 　

後　援
　　　　　

開催日

会　場

21世紀 COEプログラム　都市・建築物へのウィンド・イフェクト

招待講演者(敬称略）

坪倉誠（電気通信大学）
富永禎秀（新潟工科大学）
野澤剛二郎（清水建設）
丸山敬（京都大学）
持田灯（東北大学）

飯塚悟（産業技術総合研究所）
石原孟（東京大学）　　　　　　　　　　
内田孝紀（九州大学）　　　　　　　　　
片岡浩人（大林組）　　　　　　　　　　　
近藤宏二（鹿島建設）　　　　　　　　　　
田村哲郎（東京工業大学）

趣 　旨

COEワークショップ

「CFDによる乱流境界層のシミュレーション」

近年、風工学に関する建築・土木・環境・気象などの各分野において大気乱
流境界層の数値シミュレーショ ンや、乱流境界層をシミュレーショ ンすることに
より、接近流を再現する研究などが盛んに行われています。これらの最新の
成果を紹介し、技術の交流を図ることによって、この分野のより一層の発展

を願うものです。

21世紀COEプログラム「都市・建築物へのウインド・イフェクト」
東京工芸大学工学研究科建築学専攻

日本建築学会、土木学会、日本風工学会、

2004年10月22日(金)　9:30～16:30

東京国際フォーラム・ガラス棟G409室
（東京都千代田区丸の内三丁目5番1号）

日本風力エネルギー協会

（プログラムは下記Websiteをご参照願います。）

20042004年年1010月月2222日日: : 7272人参加人参加 (6)(6)

建築風工学に関する建築風工学に関する
国際シンポジウム国際シンポジウム

20042004年年1111月月1818日日: : 4949人参加人参加 (25)(25)

((Dr. J.D. Holmes)Dr. J.D. Holmes)
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APECAPEC風風関連関連規定規定のの調和のため調和のため
のワークショップのワークショップ((APECAPEC--WW)WW)

20042004年年1111月月1919日，日，2020日日: : 
6969人参加人参加 (28)(28)

((Prof. K.C.S. Kwok)Prof. K.C.S. Kwok)

20042004年年1111月月2222日日: : 4040人参加人参加 (9)(9)

((Dr. M. Kasperski)Dr. M. Kasperski)

長大長大構造物の耐風構造物の耐風性および性および
使用性に関する共同セミナー使用性に関する共同セミナー
（（COECOEと日本建築学会と日本建築学会の共催の共催））
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一連の一連の““COE COE オープンセミナー”オープンセミナー”

20032003年年88月～月～20052005年年33月月
2727回開催回開催 (39(39講演講演))
参加者：参加者：延べ延べ約約700700人人((海外海外200200人人))

                              
 

Tokyo Polytechnic University 
The 21st Century COE Seminar 

Wind Effects on Buildings and Urban 
Environment 

 
Room : B-1 Higashiyama 

Century Hyatt Tokyo 
2-7-2 Nishi-Shinjuku, Shinjuku-Ku, Tokyo 160-0023, Japan 

Tel: +81 3 3348 1234 Fax: +81 3 3344 5575  
 

10:00 - 11:00 
November 15, 2003 

 
 

Dr. Mehmet Çelebi 
US Geological Survey, USA 

 
Real Time Monitoring of Building 

Responses 
 

 ((Prof. A. Kareem)Prof. A. Kareem)

拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上
第一級の研究成果の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施
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第一級の研究成果の発表

ユニバーサルな等価静的風荷重分布ユニバーサルな等価静的風荷重分布(2004(2004--7)7)
高精度型通風量予測モデルの構築高精度型通風量予測モデルの構築(2004(2004--3)3)
風荷重の組み合わせに関する研究風荷重の組み合わせに関する研究(2004(2004--7)7)

世界水準と判断される成果の例世界水準と判断される成果の例

　　→→　国内外の同様分野の研究動向に影響　国内外の同様分野の研究動向に影響
　→　　→　ＩＳＯや国内指針に採用ＩＳＯや国内指針に採用

プログラム開始後の研究で，特
に世界水準と判断される成果

・・ The 5th International Colloquium on Bluff Body AeroThe 5th International Colloquium on Bluff Body Aero--
dynamics and Applications (Ottawa, Canada, 2004dynamics and Applications (Ottawa, Canada, 2004年年77月月))他他

・・ 発表以来，大きな反響を得て，発表以来，大きな反響を得て，John Holmes (LSU)John Holmes (LSU)ややAhsan Ahsan 
　　Kareem (UND)Kareem (UND)等から，等から，JournalJournalへのへのいちいち早い投稿を進められ，早い投稿を進められ，
　現在投稿中。　現在投稿中。

・・ 従来の設計用風荷重のための等価静的風荷重分布は，一つ従来の設計用風荷重のための等価静的風荷重分布は，一つ
　の最大荷重効果のみに着目しており，　の最大荷重効果のみに着目しており，その風荷重分布にその風荷重分布によっよっ
　　て，各部材の最大応力を再現できている保証は全くなかったて，各部材の最大応力を再現できている保証は全くなかった。。

・・ ユニバーサルな等価静的風荷重分布は，ユニバーサルな等価静的風荷重分布は，あらゆる部材の最
　大曲げモーメントや最大剪断力などを，同時に再現できる風荷
　重分布であり，これまでの常識を遙かに覆すであり，これまでの常識を遙かに覆す画期的な提案でで
　ある。　ある。

ユニバーサルな等価静的風荷重分布ユニバーサルな等価静的風荷重分布
・・ 田村幸雄，田村幸雄，勝村章，中村修勝村章，中村修
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最大応力とユニバーサルな風荷重による応力の比較

プログラム開始後の研究で，特
に世界水準と判断される成果

ユニバーサルな等価静的風荷重分布ユニバーサルな等価静的風荷重分布
・・ 田村幸雄，田村幸雄，勝村章，中村修勝村章，中村修
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GLFGLF法法 LRCLRC法法 ユニバーサルな
等価静的風荷重

部材番号部材番号 部材番号部材番号 部材番号部材番号

ユニバーサルな等価
静的風荷重分布の例

最
大

荷
重

効
果

最
大

荷
重

効
果

真の値真の値 真の値真の値
真の値真の値

従来の方法従来の方法

BBAA, Ottawa, July 2004BBAA, Ottawa, July 2004

プログラム開始後の研究で，特
に世界水準と判断される成果

高精度型通風量予測モデルの構築
・・ 大場正昭，大場正昭，倉渕倉渕 隆隆
・・ Journal of Ventilation, 2004Journal of Ventilation, 2004年年33月月
・・ ROOMVENT2004, Portugal 2004ROOMVENT2004, Portugal 2004年年99月月
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通風量

従来の方法

提案モデル

流管分析を利用した通風気流解析手法と流量係数の風向依存を流管分析を利用した通風気流解析手法と流量係数の風向依存を
考慮した通風量予測モデルは、考慮した通風量予測モデルは、Dr. SandbergDr. Sandberg（（U.U.GavleGavle）） ととDr. Dr. 
EtheridgeEtheridge（（U.Nottingham)U.Nottingham)の研究動向に大きなインパクトを与えたの研究動向に大きなインパクトを与えた

開口部を通過する気流の流管分析（風向角45°と67.5°） 単独模型の通風量予測例
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プログラム開始後の研究で，特
に世界水準と判断される成果

・・ 従来の風力の相関に基づく考え方では，極値の組合せを論ず　従来の風力の相関に基づく考え方では，極値の組合せを論ず　

　　
　　るることができず，絶対値の相関を考えるべきであることを指摘しことができず，絶対値の相関を考えるべきであることを指摘し
　　　　
　た。直接，柱のピーク軸方向応力度に着目して，風荷重成分の　た。直接，柱のピーク軸方向応力度に着目して，風荷重成分の
　組合せを論じたものは初めてであり，大きな反響を呼んだ。　組合せを論じたものは初めてであり，大きな反響を呼んだ。

・・ 成果は，成果は，建築物荷重指針・同解説（日本建築学会, 2004年9月）
　や，　や，ISO4354 Wind actions on structures （Committee Draft，

2005年4月）に採用されたに採用された

風荷重の組み合わせに関する研究
・・ 田村幸雄，田村幸雄，菊池浩利，日比一喜菊池浩利，日比一喜
・・ The 5th International Colloquium on Bluff Body AeroThe 5th International Colloquium on Bluff Body Aero--

dynamics and Applications (Ottawa, Canada, 2004dynamics and Applications (Ottawa, Canada, 2004年年77月月))
・・ Journal of Wind Engineering and Industrial AerodynamicsJournal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamicsへへ
掲載決定（掲載決定（20052005年夏）年夏）

拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と
教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施
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研究データ，ＩＴコンテンツ等の積極
的公開と教育への速やかな反映

風工学技術情報室風工学技術情報室（情報発信と技術移転を目的）（情報発信と技術移転を目的）
-- COECOEオープンセミナー講演記録オープンセミナー講演記録
-- 風工学風工学ITITコンテンツコンテンツ ((講義録講義録 pptsppts))
-- 空力データベース空力データベース ((風圧力，風力風圧力，風力))
-- 過去の風災害記録過去の風災害記録
-- 被害調査報告被害調査報告
-- アジア・パシフィック諸国での風速記録アジア・パシフィック諸国での風速記録
-- その他その他

Wind Effect Wind Effect NewsNews ((和文和文):  ):  　　　　年年44回発行回発行
Wind Effect Wind Effect BulletinBulletin ((英文英文):   ):   年年22回発行回発行

WebWebベースの情報発信ベースの情報発信
風工学技術情報室風工学技術情報室

空力データベースの例空力データベースの例

・・実験気流の選択実験気流の選択
　　　　　　・・実験模型の選択実験模型の選択
　　　（　　　（Span ratioSpan ratioの選択）の選択）
　　　（傾斜度の選択）　　　（傾斜度の選択）

各風向角における平均各風向角における平均
風圧風圧，，変動風圧変動風圧，，最大最大
値値，，最小値のコンター最小値のコンター
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WebWebベースの情報発信ベースの情報発信
風工学技術情報室風工学技術情報室

空力データベースの例空力データベースの例

・風圧・風圧統計量の統計量のDownloadDownload
・・風圧風圧時刻時刻歴歴ののDownloadDownload
（（生データ）生データ）

Tappings number, average values, rms values, maximum values, minimum values 
　　 1 　　　　　　　　　　　-0.1507　　　　　 0.1078 　　　　　　　0.1152 　　　　　　-0.7572
　　 2 　　　　　　　　　　　-0.3071　　　　　 0.1447　　　　　　　 0.0176 　　　　　　-1.0949
　　 3 　　　　　　　　　　　-0.2434　　　　　 0.1863 　　　　　　　0.1430 　　　　　　-1.1728
　　 4 　　　　　　　　　　　-0.5513 　　　　　0.2279　　　　　　 -0.0709 　　　 　　-1.5947

5 -0.7448 0.2611 -0.1637 -1.9614
6 -0.8528 0.2745 -0.1917 -2.1366
7 -1.0255 0.2830 -0.3593 -2.4330 
8 -1.0735 0.3666 -0.3717 -3.0457

Download 例（統計量）

WebWebベースの情報発信ベースの情報発信
風工学技術情報室風工学技術情報室

ＩＴコンテンツの例ＩＴコンテンツの例

COE Open SeminarCOE Open Seminar
（（講演ビデオ）講演ビデオ）

APECAPECにおける気象情報における気象情報

強風災害報告書強風災害報告書

COECOEプログラムプログラム
授業公開授業公開

風圧・風力データベース風圧・風力データベース

風関連入門知識の紹介風関連入門知識の紹介
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ＩＴコンテンツの例ＩＴコンテンツの例

講演風景
ビデオ

(Streaming) 講演パワーポイント

(→ COE Open Seminar)

WebWebベースの情報発信ベースの情報発信
風工学技術情報室風工学技術情報室

Wind Effects Wind Effects NewNewss
Wind Effects Wind Effects BulletinBulletinss

No.1 No.1 20042004--22 No.2 No.2 20042004--77 No.3 No.3 20052005--22

(年4回)

No.1 No.1 20032003--1212 No.2 No.2 20042004--22 No.3 No.3 20042004--55 No.4 No.4 20042004--88 No.5 No.5 20042004--1111

Wind Effects Wind Effects NewNews (s (和文和文)          )          国内配布国内配布

Wind Effects Wind Effects BulletinsBulletins ((英文英文)) (年2回)
No.6 No.6 20052005--22

国内＋国外配布国内＋国外配布
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ＣＯＥ年次研究報告書ＣＯＥ年次研究報告書

20032003年度報告書年度報告書 20042004年度報告書年度報告書

(2004(2004年年55月月, , pp.144)pp.144) (2005(2005年年55月月, , 印刷中印刷中))

国際会議，ワークショップ等の国際会議，ワークショップ等の
ProceedingsProceedings

第第11回自然換気に関する回自然換気に関する
　　　　ワークショップワークショップ

第第11回国際シンポジウム回国際シンポジウム
　　　　都市建築物へのウインド都市建築物へのウインド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イフェクトイフェクト

COECOEワークショップ・ワークショップ・CFDCFD
　　　　による乱流境界層のシミュによる乱流境界層のシミュ
　　　　　　　　　　　　レーション　　　　　　　　　　　　レーション

建築風工学に関する建築風工学に関する
　　　　国際国際シンポジウムシンポジウム

APECAPEC風関連規定の調和　風関連規定の調和　
のためのワークショップのためのワークショップ

長大構造物等の耐風性長大構造物等の耐風性およおよ
　　　　びび使用性に関するセミ使用性に関するセミナーナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20032003--1010

20042004--33 20042004--1010

20042004--1111 20042004--1111 20042004--1111

（（205205頁）頁）

（（351351頁）頁） （（142142頁）頁）

（（178178頁）頁） （（192192頁）頁） （（9898頁）頁）
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拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作り）

人類，地球環境等への愛情人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施

企業との連携の重視
（ポストＣＯＥを睨んだ体制作り）

教育上の重要性教育上の重要性
　　・　　　・　実学実学としての工学の意味としての工学の意味
　　・　専門分野の　　・　専門分野の社会との関わり社会との関わり
　　・　真に　　・　真に解決すべき問題点解決すべき問題点の所在の所在
　　・　社会の　　・　社会の要求と動き要求と動き
　　・　研究の　　・　研究の““シーズシーズ””の発見の発見

拠点維持の上での重要性拠点維持の上での重要性
　　・　　　・　社会的存在価値社会的存在価値を高めるを高める
　　・　継続的運営のための　　・　継続的運営のための資金的裏付け資金的裏付け

大きな大きな研究的意義研究的意義とと成果の公表成果の公表が前提が前提
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企業との連携の重視
（ポストＣＯＥを睨んだ体制作り）

　　・ Ｔ電力：集合住宅の空調換気システム，電化厨房周辺環境の評価
　　・ Ｍ工業：超高層建物の風荷重評価，周辺の風環境評価
　　・ Ｓ建設：風荷重の組み合わせ
　　・ Ｋ研究所：大スパン屋根風荷重評価とシステム同定
　　・ Ｏ事務所：大スパン屋根風荷重評価
　　・ Ｍ事務所：超高層エレベータタワーの風応答と対策
　　・ 香港・沙田競馬場：大屋根の風荷重評価と風応答観測
　　・ 台湾・新高速鉄道：地下駅出口屋根の設計風荷重および周辺風環境評価

複数の企業（Ｍ建設工業，Ｋ研究所等）との複数の企業（Ｍ建設工業，Ｋ研究所等）との長期
　　的共同研究に関する基本契約の提携，合意の提携，合意

都市・建築物へのウインド・イフェクトに関する都市・建築物へのウインド・イフェクトに関する
専門家集団としての社会貢献の一環の一環

特徴を活かした高度コンサルタント事業の例特徴を活かした高度コンサルタント事業の例

ポストＣＯＥを睨んだ体制作り
-- 外部公的資金の獲得 --

学術フロンティアの継続申請学術フロンティアの継続申請
科研費等への積極的申請科研費等への積極的申請
海外の公的資金への申請海外の公的資金への申請

ex.ex.
　・　・オーストラリア政府研究基金オーストラリア政府研究基金 ARC GAMSARC GAMS
　　 The University of New South WalesThe University of New South Wales
　・　・中国・国家自然科学基金中国・国家自然科学基金 ＮＳＦＣＮＳＦＣ
　　　　Harbin Institute of TechnologyHarbin Institute of Technology
　・　・米国科学財団米国科学財団 NSFNSF

New Jersey Institute of TechnologyNew Jersey Institute of Technology
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拠点リーダーが拠点リーダーが
最もアピールできる点最もアピールできる点

将来の将来のCenterCenter--toto--CenterCenterベースの研究ベースの研究への移行を視野に入れへの移行を視野に入れ
たた拠点形成拠点形成

教育の重視，特にアジアに重点教育の重視，特にアジアに重点を置いた若手技術者／研究者を置いた若手技術者／研究者
の育成の育成
国際会議やオープンセミナーの継続的開催国際会議やオープンセミナーの継続的開催と国際交流によると国際交流による

　　研究教育の質の向上　　研究教育の質の向上

第一級の研究成果第一級の研究成果の発表の発表

研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の研究成果，風洞実験データ，ＩＴコンテンツ等の積極的な公開と積極的な公開と
教育への速やかな反映教育への速やかな反映

企業との連携の重視（企業との連携の重視（ポストＣＯＥを睨んだ体制作りポストＣＯＥを睨んだ体制作り））

人類，地球環境等への愛情を基にしたプロジェクトの選択と教育

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価の実施の実施

人類，地球環境等への愛情を
基にしたプロジェクトの選択と教育

Atmosphere

風：極めて薄い大気の層の擾乱

人類生命への愛情　：　強風防災の研究
地球資源への愛情　：　通風換気の研究
大気環境への愛情　：　空気汚染・風環境の研究

高い目標の設定

アイデアの創成

粘り強い目標完遂
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人類，地球環境等への愛情を
基にしたプロジェクトの選択と教育

国際的な視野国際的な視野に立った研究者，技術者の養成に立った研究者，技術者の養成

　・　・ＣＯＥオープンセミナーや各種国際シンポジウムの開催ＣＯＥオープンセミナーや各種国際シンポジウムの開催
　　　　によるによる世界最先端の研究者との日常的な交流世界最先端の研究者との日常的な交流

　・ＡＰＥＣ短期研修生　・ＡＰＥＣ短期研修生

　・英語による講義　・英語による講義

　・　・博士後期課程の学生の博士後期課程の学生の他機関との交流やインターン他機関との交流やインターン
　　シップの計画　　　シップの計画　
　（今年度　（今年度: : イタリアおよび南アフリカから既に２名予定）イタリアおよび南アフリカから既に２名予定）

東京工芸大学・学長東京工芸大学・学長 (2004(2004年度より年度より))小林信行小林信行

京都大学・教授京都大学・教授松本勝松本勝

香港理工大学・副学長香港理工大学・副学長JianJian--mingming KoKo

前・東京工芸大学・学長前・東京工芸大学・学長本多健一本多健一
((議長議長))

伊・ジェノバ大学・教授伊・ジェノバ大学・教授
（国際風工学会・会長）（国際風工学会・会長）

Giovanni SolariGiovanni Solari
慶應義塾大学慶應義塾大学村上周三村上周三

米国ノートルダム大学・教授米国ノートルダム大学・教授Ahsan KareemAhsan Kareem

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価
（（アドバイザリボードアドバイザリボード，，年年11回回））
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第第22回回評価会議の様子評価会議の様子
20052005年年33月月1111日日

第第11回回評価会議・議事録評価会議・議事録
20042004年年33月月1010日日

英語による国際的な外部評価英語による国際的な外部評価
（（アドバイザリボードアドバイザリボード，，年年11回回））

世界水準の国内外の研究グルー
プ中でのランク自己評価

416ＢＲＩ建築研究所

78７ＴＰＵ東京工芸大学

303ＤＰＲＩ京都大学

389ＴＪＵ中国

113ＬＳＵ米国

203ＣＵ米国
1516ＴＴＵ米国
825ＣＳＵ米国

543ＵＷＯカナダ

風洞施設研究員スタッフ機関

外部の評価：外部の評価：
支援支援LetterLetterの申し出多数（の申し出多数（現在，最もActivityが高いと評価））
拠点リーダーの米国拠点リーダーの米国ASCE Jack ASCE Jack CermakCermak MedalMedalの受賞の受賞 （（20042004））
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Prof. A. KareemProf. A. Kareem
・・元・米国風工学会・会長元・米国風工学会・会長
・国際風工学会・南北アメリカ・国際風工学会・南北アメリカ
　　Regional CoordinatorRegional Coordinator

Supporting LettersSupporting Lettersの例の例

Dr. J. CheungDr. J. Cheung
・・オーストラリア風工学会・会長オーストラリア風工学会・会長
・次回・国際風工学会議・次回・国際風工学会議(2007)(2007)
議長議長

Prof. G. Prof. G. SolariSolari
・・イタリアイタリアGenovaGenova大学大学

・国際風工学会・会長・国際風工学会・会長

Prof. C.K. Prof. C.K. ChoiChoi
・・韓国韓国KAIST ChairKAIST Chair教授教授
・次回・アジアパシフィック・次回・アジアパシフィック
風工学会議・議長風工学会議・議長

Supporting LettersSupporting Lettersの例の例

Prof. B. Prof. B. BienkiewiczBienkiewicz
・・前前・・米国風工学会・米国風工学会・会長会長

Prof. C.M. ChengProf. C.M. Cheng
・・台湾・淡江大学台湾・淡江大学
　　風工学研究センター長風工学研究センター長
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Supporting LettersSupporting Lettersの例の例

Prof. K.C.S. KwokProf. K.C.S. Kwok
・・香港科技大学・ＣＬＰ風洞香港科技大学・ＣＬＰ風洞

　波浪センター長　波浪センター長

　　

Prof. T. StathopoulosProf. T. Stathopoulos
・・カナダカナダConcordiaConcordia大学大学

建築研究センター建築研究センター

　　

Dr. J.D. HolmesDr. J.D. Holmes
・・ルイジアナ州立大学ルイジアナ州立大学

・国際風工学会・・国際風工学会・AsiaAsia--PacificPacific
　　地区地区Regional CoordinatorRegional Coordinator

建築・都市計画分野との連携の建築・都市計画分野との連携の
研究体制内での位置づけ研究体制内での位置づけ

都市温熱環境都市温熱環境やや強風防災強風防災の問題の問題
　→　建築・都市計画　→　建築・都市計画，および，および行政行政との連携が必要との連携が必要

東京工芸大学・風工学研究センター東京工芸大学・風工学研究センター

　　　　　　　　　　　　風工学に特化した専門家グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓
　外部機関や都市計画専門家との共同作業，協力　外部機関や都市計画専門家との共同作業，協力

具体的な対応例：具体的な対応例：
・・都市再生機構都市再生機構との全般的な研究協力体制との全般的な研究協力体制
・・東京における東京における風の道風の道計画等への協力計画等への協力（依頼）（依頼）
・・香港市の通風換気評価システム香港市の通風換気評価システム構築への協力構築への協力（Ｓａｒｓの伝染問題等）（Ｓａｒｓの伝染問題等）

環境的観点環境的観点だけでなく，だけでなく，都市防災的観点都市防災的観点からのからの効果効果
　　　　的な協力体制的な協力体制の確立の確立
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分野毎に幾つかの分野毎に幾つかの研究グループ（研究グループ（事業推進者＋若手研　事業推進者＋若手研　
　　　　究者）究者）を構成を構成

分野毎に分野毎に共同研究や国際シンポジウム／ワークショップ共同研究や国際シンポジウム／ワークショップ
の企画の企画

ex.ex. ・・第１回自然換気に関する国際ワークショップ第１回自然換気に関する国際ワークショップ（通風換気）（通風換気）
・・長大構造物の耐風性および使用性共同セミナー長大構造物の耐風性および使用性共同セミナー（耐風構造）（耐風構造）

　　　　 ・・ノッティンガム大学との共同研究協定ノッティンガム大学との共同研究協定
（通風換気＋空気汚染・風環境）（通風換気＋空気汚染・風環境）

風工学研究センター風工学研究センター（３分野合同）（３分野合同）としての事業としての事業
ex. ex. ・・第第11回国際シンポジウム「都市・建築物へのウインド・イフェクト」回国際シンポジウム「都市・建築物へのウインド・イフェクト」
　　 ・・ＡＰＥＣ風関連規定の調和のためのワークショップ（ＡＰＥＣ風関連規定の調和のためのワークショップ（APECAPEC--WWWW））

・・都市再生機構・都市建築技術研究所との共同研究都市再生機構・都市建築技術研究所との共同研究

グループとして高い国際的評価グループとして高い国際的評価
を獲得するための取組みを獲得するための取組み

グループとして高い国際的評価グループとして高い国際的評価
を獲得するための取組みを獲得するための取組み

耐風構造分野

通風換気分野
空気汚染・風環境

分野

風工学研究センター風工学研究センター

ワークショップワークショップ
シンポジウムシンポジウム

論文論文
研究研究

ワークショップワークショップ
シンポジウムシンポジウム

論文論文
研究研究

ワークショップワークショップ
シンポジウムシンポジウム

論文論文
研究研究

有機的結合
創造的仕事
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グループとして高い国際的評価グループとして高い国際的評価
を獲得するための取組みを獲得するための取組み

Center-to-Centerベースの研究を意識し，　を意識し，　
　　　　組織としての共同研究，人材交流を積極的　組織としての共同研究，人材交流を積極的　
　　　　に推進に推進

33分野の事業推進者，ＣＯＥ研究員等の定例分野の事業推進者，ＣＯＥ研究員等の定例

　　　　会議による有機的な連携会議による有機的な連携
　・ＣＯＥ研究者会議（分野ごと，月２回程度）
　・ＣＯＥ全体会議（３分野＋事務合同，月１回）
　・ＣＯＥ管理運営委員会（学長等，年４回）　

東京工芸大学・風工学研究センターのグルー東京工芸大学・風工学研究センターのグルー

　　　　プとして世界をリードプとして世界をリード


